
福岡市に住む野良猫の現状～野良猫はこんな危険といつも隣り合わせ～

交通事故に遭う 感染症にかかる

妊娠・出産をくりかえす

野性鳥類や動物虐待等によるケガ

猫同士のケンカや接触により感染する
猫の病気（猫白血病や猫エイズ，猫伝
染性鼻気管炎など）が原因で

命を落とすことがあります。

猫は生後６ヶ月前後から妊娠できるようになります。

１年に２～３回，１回に平均４～６頭の子猫を産みます。

子猫は野生鳥類（カラスなど）に狙われ，
ケガをしたり命を落とすことがあります。
また，全国的に猫をはじめとする
動物への虐待が後を絶ちません。
所有者のいない野良猫は特にその
標的にされる可能性があります。

ふ く お か し の ら ね こ

元野良猫の私は，
事故でうしろ脚を失いました。
とても怖かったです

目ヤニで目が
開きません・・・

【問合せ先】 福岡市家庭動物啓発センター 福岡市西区内浜1－4－22 TEL：092－8 91－12 31 FAX：09 2－891－1 2 59

動物をみだりに殺したり傷つける
行為や動物の遺棄は犯罪です。
法律により罰せられます。

市内の路上で死亡した
猫の頭数のグラフです。

『 １日に約１５頭 』もの
猫が交通事故等により
亡くなっています。
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